
 

 

 

研究内容の概要：  新たに開発したチタン合金に表面改質処理を施すことに
より、低弾性率でありながら耐久性に優れた脊椎固定ロ
ッドを開発しました。 
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特
長
／
効
果 

 従来よりも低弾性率でありながら高耐久性を実現 

 低弾性率であることにより隣接椎間障害や応力遮蔽を抑制 

 医療用に特化して開発した無毒性成分からなるチタン合金 

 水の中で泡をぶつけて強化するクリーンな表面改質 

 
利
用
／
用
途 

 脊椎固定手術 

 他の整形外科インプラント 

 歯科インプラント 

 局所的な弾性率制御が望まれる未知の医療・工業用途 など 

 

低弾性率と高耐久性とを両立させた低侵襲性金属製医療器具の開発 
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表面改質：
キャビテーションピーニング処理

連結部で生じるフ
レッティング疲労
（摩耗が疲労を加
速する現象）を抑制
し、耐久性が劇的
に向上

椎体

椎間板

脊椎固定器具の耐久性評価法
：ASTM-F1717

低弾性率相
：ベータ（β）相

高弾性率を有する
変形誘起相の形成
：オメガ（ω）相

固体表面 マイクロジェット

キャビテーション気泡

衝撃波

水中

減圧 加圧

キャビテーションの発達・崩壊

新開発の材料：
弾性率自己調整金属（チタン合金）

表面にだけ変形誘起相変態が生じることにより、表面のみ高弾性率化

化学・触媒 分野 
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